
 
 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

7 月の園だより 

３歳児クラスで、トイレットペーパーの芯と段ボールを使って素材遊びをしていました。 

芯と段ボールを使ってタワーを作る子、芯をたたせた状態でたくさん並べ、その上に段ボ 

ールを乗せ、自分がその上に立てるかを試している子、芯と段ボールで坂道を作り芯を転 

がすことを楽しんでいる子など、同じ素材を使いながらも、いろんな遊び方をしていまし 

た。子どもたちの遊びを見ていると、遊びを通して、一人ひとりが考えたり、試したり、 

工夫したり、表現する姿があり、「思考力、判断力、表現力」などの基礎となる力の育ち 

を感じました。そんな中、遊んでいるみんなに背を向けて、大量の芯を入れていた囲いの 

ところで芯を触っている S 君がいました。担任が声をかけても、みんなが遊んでいるとこ 

ろには目を向けず、ずっと芯を触っていました。この遊びは楽しさを感じないのかな… 

どうやって遊ぼうか考えてるのかな…とＳ君の様子を見ていると、ただ芯を触っている 

のではないことに気づきました。両手の人差し指を芯に入れ、はじくように指を動かし 

芯を飛ばしていました。はじめは、遠くに飛ばすことが目的だったようです。自分の中で 

飛ばしたい距離をクリアすると、次は飛ばした芯が自分の決めた目的（箱）に入るよう、 

何度も何度も飛ばしていました。それがクリアすると、使う指を変え、どう指を動かし 

たら飛ばせるかを、何度も何度も試していました。 

その姿を見ていて、ある講演で聴いた「子どもは動いている限り、あるいは心を動かしている限り、無駄

なことはしていない」という言葉が思い浮かび、子どもと物（人）とのかかわりの世界の面白さと奥深さ

を改めて感じました。 

私たち保育士は、子どもたちの何気ない姿の中にある、行動や言動の意味、生活や遊びの中で何を学び、

その過程でどんな力が育っているのかを丁寧に見取り、何を育てたいのか、どんな力を伸ばしたいのかと

いう根拠をもって、遊びや活動を構成しなくてはいけません。その責任の重さを感じながらも、「子ども

はすごい！！」、「子どもは面白い！」を感じ、保育の楽しさを日々味わわせてもらっています。 
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お知らせ 

７月７日は七夕です。 

本日、短冊を１枚配布いたしました。 

ご家庭で楽しくお子さんの願い事を 

聞きながら、短冊に書いて下さい。 

（園児・保護者どちらでもよいです） 

７月 1・2 日の登園時または、降園時

に親子で笹につけて下さい。 

笹は事務所の前にあります。 

 

今月の予定 

8 日（火） プール開き 

１５日（火） 民生員さんとの交流 

１６日（水） 保育士研修会 

１９日（土） 役員会 

２２日（火） 誕生会 

「子どもはすごい！」 「子どもは面白い！」 ～３歳児の遊びの姿から～  

 


